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秋季大講演會 學術講演要旨
昭和10年11月9日(-1:W日） 於帝國鐵道協會

自9.. '30 ,.. 

(1)高周波誘導電氣墟用耐火物とその用法に就て 芝浦製作所研究所 村 上 透氏 13分
高周波誘導露氣辿は本邦に於て，現在運轄せられつつあるものは百を以て敗へられるに至つた。

容拡も次第に培大し1噸2噸の煽が既に製作された。今日では本辿の特徴は一般に認められ，蚊
早云々する要がないと恩はれる。然し，本電氣煽用の耐火物に就いては除り褒表されたるものが
ない。故に従来使用された耐火物の大要を述べ，その使用方法等を報告する。

(2)電氣材料としてのチタニウムの應用に就て 阿［闘靡靡覧豆暫贔碕髯閾',I 、悶閾心羹 15分

(3)電磁波吸牧と含有水分量との閲［系（第2報） 京都帝大化界研究所 輻．i度 七 郎氏 20分
先報告に於ては，木繊維の含布水分と低周波雀波吸牧周波曲線との脳係に就き牲瞼結果を報告し，
繊維の吸浩水分の朕態を論じた，今回は引紐き戦粉に就いて同西瞼結果を報告し，澱粉の吸浩水
分の朕態を考察すると共に，我々の在瞼法並びに理論に就て再吟味をする。

(4) 電氣界面攪鋭（第9報）木縁維；澱粉にの低温に於ける電波吸牧スペクトルに就て
志 方 盆 三氏 20分京都帝大化限研究所 士．「Il静 男氏

繊維質粉子；社奸粉粉子にの電磁波吸牧に及ぽす温度の影癌を見る玲に木粉又は戦粉粉子をペン
ゼン又は流動バラフィン中に分散せしめた系に付き，＋30°Cより ー 30°cに至る範阻に於ける
6,000 ~以下の低域電波分散及び吸牧を測定し，溶媒の氷勘近くの透軍恒数並に吸牧｝伏態の異•)伏
性尚吸着水分の凝固に依る電波吸牧様式を測定し， 一方ーR0°C~-58 C程度の氷の霞波分散並
に吸牧を測定し，前吸祐·水分の場合と比較して吸浩水分形態に就き理論的説明を加へんとす。

質 問 休 憩 11.00 
rl. .,.,・ J ..,,. ↑ ‘J I'除雄氏(5) 水銀電量計に就て 鐵逍大臣官房研究所 竹 井 光 男氏

在来の直流電解電祉計は陰極に生成されたる金屈を秤杭するか或は生成瓦斯弛を測定する女rlき楷
造にあつて，其の用法は極性に従て一 方向のみに使用可能であり，例へば前者に於て若し極性が
逆になる時は生成された金局を再び霞解液中に溶解せしむる。然るに水銀電韮計に於ては鼈解し
て陰極に生ぜる水銀は其の構造上電氣的には全然極より隔離され極性の斐化する如き所に使用し
ても選探性を有せしめ 一方向の電埜の積尊を求めることが出来る。尚軍祉は直接水銀の容精より．

求め得るo自製及び獨乙製 ‘‘ Stia"詑祉計に就て行へる二三の在瞼に就て述べる。

15分

(6) 

(7) 

亜鉛査血アルカリ相互間の電氣滴定 理化歴研究所 齋藤正 一 郎氏
黄血唖を以て亜鉛を滴定する場合又は硫酸亜鉛を以つて生成錯圏の組成(Zn針Fe(CN)oの

比が2 : 1, 3 : 2, 1 : l,共他），それ等の安定度，階段反應の存否，共の反應速度の迎速，是等に
影特するアルガリ元索の種類(T、i, Ka, K, (H), (NH4), Rb, Cs),酸の種類（酷酸，抱酸・
硫酸）浪度，逆滴定，滴定時間の長短，等を果げ，哲来の文献の不十分な黙を指摘し，著者の研
究範園に於て好適な條件を各個の場合について述べやうと思ふ。
銀に封する水素の影響 ．芝浦製作所研究所 中 村 索氏

銅を水素泰中で1JII熱すると異常斐質現欽が起る。箪芥は各種酸索含有祉の異る銅を作りこれに
劉する水索の影料を固有抵抗，抗張力，仲，衝隈値， エ リキセン1直，反役屈曲値，比且顧徴絞糾
織X緞者晶措造，熱膨脹，祐j濫度電氣抵抗等の測定により研究し銅の水索禍機構（水索禍の
定義，水索稿機構水索禍開始温度，水索稿同復湿度等） に就て理論的考察をしたo講演内容は次
の順序で述べる。

I 緒 言
JI 在験試料並びにぽ験方法
III 1匠瞼結果

1.固有抵抗，2.抗張力仲，3．衝猥値，4. エ リキセン値，5.反役屈曲f直，6.比重
7.翡湿度固布抵抗，8.熱膨脹，9.頴微鏡組識，10. X線結晶構造，11.水索滲透
と酸化第 一銅の遠元，12．加熱温度と水蒸氣痰生埜，13. 1JII熱湿度と脱酸肝並びに呼，：
浩片の深さ，14.粉末純銅の燒結現欽

IV 銅の水索禍機構の理論考察
＼

・

結 論
質 問 休 憩

15分

30分

\. 8)酸化銀を陽極活物質とするアルカリ蓄電池に就て
・ 自1.00

帝國褻明協合翌田研究室 木 下 恭 二氏 15分
酸化銀を陽極活物質として使用する，アルカリ苫電池に就ては，既に二三の条閥果を “園氣化誤＂

第3巻，第9琥に報告したが，其の後更に引紐き行つた在瞼結果の大要を報告する。
先づこの種蓄電池の充放電に於ける，各種の特性について，その所見を述べ，充濾状態にある，
陽極活物質の分析結果，並びにその場合の陽極活物の利用率等より， この種電池の起電の）臥礎化
頸化の考察を試み，尚充放軍に伴ひて生成せらるLコロイド欣銀についても其の後の知見を報
告する豫定である。



(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

空氣電池の研究（豫報）陽極の製造法（其の1) 選侶省雷氣試験所牧野文郎氏
窄氣 ‘心池とは名芯氣中の酸索を減極剤とした園池の通稲であるが，一般市場に於て見るものは

C/NII .j Cl soln又はNaOII sol n/7,nの構造を布するものでFcry霊池，AD虚池，Oxair',彫池布
が之れである。

、1位氣，i式瞼所に於てはNIIぶlを＇心解液とした名さ氣記池はJレクランシェ逍池に比して園，］府IIl埠池
として逝かに優秀なる故之の屯池をJレクランシェ ‘心池と換えんとするIl的の下に製造研究を行つ
てゐる。裕氣池池の研究はI湯極として）Ilひてゐるを追中の酸索を吸沿し易い所謂活性炭索霊極の
研究にある。本報は文献の調在と水氣虚池の特性の 一 例と此の［蒻極の製造法の 一例に就き辿ぶる
ものである。
乾電池用二酸化マンガンに開する研究 東北帝國大弗工限部化·咆工•喫科佐々木熊三氏

蔵野敏雄氏
伏足義 一郎氏

現今1印IIlせらるよ 一次虚池の内irとも韮要なものは乾紺池である従つて乾雷池に闘する研究は非
常に多いが然し共の木性に於て未だ1樹明せられてゐないものが多い様に恩はれるから裳研究室で
二酸化マンガン，炭求，亜鉛，誼解液に就て夫々甚礎的研究を進めてゐる。而して共の内の二酸
化マンガンの種類と起電力との脳1系が蔽もふ要な問穎であるから先づ蚊初に夫に就て研究した，
共の約果の内二酸化マンガンの酸性度が起露力に密接なる闘係を持つてゐることを見II,'したから
之に就て報告する。
電解透祈法に依る水酸化ニッケル沈澱の洗雅東京帝國大限エ根部應ffl化歴科岡 俊ーや氏

硫酸ニッケル溶液より沈戦せしめたる水酸化ニッケル沈戦を，直に電解透析虚理して可溶性電
解質の除去を行ひ，洗漁水なるべ〈少くして，放率良好なる如き條件を得んと試みたる結果につ
いて辿ぶ。

15分

15分

15分

辮柄の 一精製法 選{,1省電氣試瞼所駒形作次氏
府坂良以氏 15 分

(13) 白金を使用せざる過堕素酸アンモンの工業的製造研究→一
東界L業大限雷氣化躾科）jl1藤典五郎氏1.3分小泉賜i-水氏

(14)人造黒鉛の連績的製造に就きて 昭和肥料株式合祉水島勝iE氏，80分
（イ）人造黙鉛製造に要する電力址に著しき差異あるは黙鉛化溜の構造と操業法との差異による。
（口）應／11する電力を自由に調節し，且つ所要電力韮を極度に低減する述紐式忠鉛化煽。

（ハ）原料としてはあまり灰分少なき塊朕ヒ゜ー チコ ー クスよりも，適常なる灰分を含布する無燈
炭の小塊を可とす。

（二）所要虚力節約程度は従米の問欲的横脱式．『悲鉛化城の約にて足る。
質 問 休 憩 自3.30

(15)アルミニウムの蒸溜 東京帝國大限理唄部化朕数室中渇治男氏13分
(16)明蓉石虐理法の新提案

・
東京「争業試瞼所芳質惣治氏15分

明絆石と菱苦土脳とを互に作用せしめて分解し明合繁ィiよりア）レミナ材料及び硫酸加里を菱苦七
砥＇iよりは硫酸マク‘・ ネシウムを得て各々水抽に依り分離する）j法を説明す，分解温度は550℃)り
至650℃水抽に依りて硫酸カII里及び苫」：はアルミナ材料は疫済として疫留す。

前芥よりは金屈マグネシウム原料カ ー ナライル父はゴムIll炭酸マグオ•シウムを製造し得べく後
村のアルミナ材料よりは牧祉よく不純物少なき純アルミナを製造し得。

(17)軽合金研究の二三・ 東京 r．業大攻建築材料研究所河上盆夫氏
冠木三郎氏 15 分

轄合金の組様に脳する研究のうち露氣化熙に脳係ある部分に就ぎ巾し辿んと思ふ。Al, Mg, 
Znの3種の金屈の紺合せより成る二元合金に就き （］） ＇ 熔融肱に於ける極電Ii村を測定し熱カ・咆
的に吟味し併せて-II屈態liiYIを考I.どする。(2)種々の熱店理を施せる合金の罹極箪位を澗定し紺殿
との制係を吟味し固態浴解度の決定を行ふ。(3)合金の比抵抗測定法に脚する 一 考案を提出し
輯合金に闘する測定結果を吟味しやうと恩ふ。

(18) 褻糖密の成因に閲する電氣化學的研究（第1報）堕化加里の影響

明治製糖株式令祉研究部覧晶 醤腐].J分

毅朝蜜の製糖工業に於ける直大な1部組である。講演打は＇屯氣化根的ガ法に依I）庶糖一疵化）JII里
水溶液に就て平衡を研究した。その結果水溶液中に於て庶糖一壁化カII里の不r心離綜合物の存在す
ることが分つた。この結果は廂際餅蜜中に過剰の庶糖の溶解せる機構が明となった。

パ19) 加歴下に於ける接腰的脱水反應の妍究（豫報）アルミナに依るエチルアニリンの製造

東京
T
．業大、熙鉗氣化梨科賃喜羹

―

馨魯15分

く20) 燐酸グアニヂンの工業的製法性質及其の肥効に就て

東京T．業大朕直氣化卑科喜喜塁竺闘袋13分

き住者紹rPは己に4年前石灰窄索利用法の 一として，燐酸ク‘‘ アニヂン（（CII5凡）2H3POりなる新肥
料を提案した，此の物は肥料の要索中窒素及び燐酸を多址に合布する故，理想的の肥料と考へら
れる，然るに之は全然新しいものである科，其の肥効I.)如きも不明であった，筆吝等は其の後之
の肥効につき研究を紐けた，而して現在では其の概略を知るを得た故に燐酸グアニヂンの肥効
を其の工業的製法，性質と合せす報告る。 15.00 

（閉 會）
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